
（別紙３）

～ 2026/2/28

（対象者数） 2 （回答者数） 1

～ 2026/2/28

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後利用を検討される方がいた場合に、体格

や状態に合わせた設備面の充実が必要なことが

考えられる。

2

・担当者会議に児童発達支援管理責任者以外の

職員も参加させていただき、各専門的見地から

会議内容を支援に活かしていく。

3
・グループ内事業所間で研修交流会を開催する

などして、さらなる研鑽機会を持つ。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・5領域に関する知識をより深めること

・外部研修会等への参加

2
・⽇頃から近隣施設との関わりを深め、連携で

きる関係性を構築すること

3
・情報収集と利用者、保護者のニーズ調査

・地域との連携を深めること

○事業所名 きらきらぼし

○保護者評価実施期間 2026/2/1

○保護者評価有効回答数

児童発達支援管理責任者を中心に個別支援会議

を開催し、各利用児の状況の共有や専門職の意

見を聴取・共有する時間を設けることで、事業

所全体で共通した支援を提供できるようにして

いる。

○従業者評価実施期間 2026/2/1

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇

地域との連携が弱いこと
・事業所から近隣施設等への情報発信

・近隣施設開催のイベント等への参加

生活介護事業所との連携力

・自事業所を利用されている方の最年長者でも

時間的猶予があること

・地域との連携が弱いこと

・地域資源の掘り起こしが必要であること

2026/3/15

職員の自己研鑽のための研修や、面談を通した

活発な意見交換・発言機会の場を作り、職員の

資質を向上したり、業務改善に取り組んでいる

。

各職種の専門性に特化した勉強会を開催し、知

識や技術の共有を行っている。

1on1という管理者との面談の中で、気になっ

ていることや挑戦したいことを募り、業務改善

や新しい支援方法の導入を行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

5領域の各カテゴリーに特化した課題（玩具も

含めて）を提示すること
・各課題や玩具について、多面的な要素を

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

入浴支援を行っており、在宅での保護者様のお

困りやニーズに沿った支援が行えている。

個別支援会議や担当者会議、保護者様とのコミ

ュニケーションの中で、必要なケアの方法や困

りごとを聴取している。

個別支援計画、専門的支援計画について職員間

で定期的に会議を開催して、対象児童の将来の

方向性まで含めた支援内容、リハビリテーショ

ンの内容を共有・協議し続けている。

事業所における自己評価総括表（放課後等デイサービス）公表


